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1.  平成22年2月期第1四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 72,829 ― 2,865 ― 3,300 ― 931 ―

21年2月期第1四半期 66,435 15.7 3,040 10.6 3,399 12.4 1,806 6.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 14.71 ―

21年2月期第1四半期 28.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 124,340 70,653 56.8 1,115.86
21年2月期 116,367 70,323 60.4 1,110.64

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  70,653百万円 21年2月期  70,323百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
22年2月期 ―

22年2月期 
（予想）

6.00 ― 6.00 12.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

145,800 6.2 6,600 5.6 7,290 3.3 3,670 52.9 57.96

通期 292,000 7.3 12,550 6.0 14,000 2.9 7,000 30.2 110.55

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお  
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記の業績予想に関する事項につきましては、4ページ【定性的情報・財務諸  
 表】 3．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基 
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。      

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 63,330,838株 21年2月期  63,330,838株

② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  12,751株 21年2月期  12,662株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第1四半期 63,318,123株 21年2月期第1四半期 63,319,732株

－2－



当第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日～平成21年５月31日）におけるわが国の経済は、昨年度からの世

界的な不況による企業業績の悪化や、設備投資の大幅な減少など、景気は厳しい状況にありました。 

また、個人消費につきましても、雇用情勢の悪化を中心とした先行き不透明感から、購買意欲は一段と冷え込む

状況となり、厳しい経営環境でありました。 

 このような状況の中、当社グループは積極的な店舗展開を実施し、関東エリアに８店舗、中部エリアに５店舗、

関西エリアに10店舗、合計23店舗の新規出店を行うとともに、スクラップアンドビルドや不採算店舗の統廃合によ

り４店舗を退店いたしました。その結果、当第１四半期連結会計期間末における総店舗数は697店舗となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間より連結子会社となったスギメディカル株式会社の店舗については、上記の総店

舗数に含めております。 

また、スギメディカル株式会社は、平成21年３月31日付で、ガン領域に特化した臨床ＣＲＯ事業を営むテムリッ

クＣＲＯ株式会社を買収しており、当第１四半期連結会計期間においては、スギメディカル株式会社及びその子会

社を連結対象に含めております。  

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高728億29百万円（前年同期比9.6％増、63億93百

万円増）、営業利益28億65百万円（前年同期比5.8％減、１億75百万円減）、経常利益33億円（前年同期比2.9％

減、98百万円減）、四半期純利益は９億31百万円（前年同期比48.4％減、８億74百万円減）となりました。 

なお、子会社の株式会社ジャパン及び飯塚薬品株式会社において「棚卸資産の評価に関する会計基準」が適用さ

れたことに伴い、売上原価が従来の方法によった場合と比べて４億86百万円増加しております。また、低価法に伴

う商品評価損３億64百万円を特別損失に計上しております。 

※前年同期比は参考として記載しております。  

  （資産、負債及び純資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の資産につきまして、前連結会計年度末に比べ79億72百万円増加し1,243億40百万円

になりました。資産の内訳は、流動資産が前連結会計年度末に比べ57億70百万円増加し752億54百万円となり、固定

資産が22億２百万円増加し490億85百万円となりました。流動資産の主な増加要因は、現金及び預金が43億62百万

円、売掛金が19億63百万円増加したこと等によるものであります。また、固定資産の主な増加要因は、有形固定資

産が13億60百万円、のれんが９億14百万円増加したこと等によるものであります。  

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ76億42百万円増加し536億86百万円となりました。負債の内訳は、

流動負債が前連結会計年度末に比べ69億７百万円増加して491億82百万円となり、固定負債が７億34百万円増加し45

億３百万円となりました。流動負債の主な増加要因は、買掛金が56億49百万円、賞与引当金が７億61百万円増加し

たこと等によるものであります。  

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３億30百万円増加し706億53百万円となりました。これは、当第

１四半期連結会計期間の当期純利益が９億31百万円であったのに対し、配当金を３億79百万円支払ったこと等によ

ります。 

  

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比較

して62百万円増加し、238億20百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 営業活動の結果得られた資金は、52億64百万円となりました。これは主に、法人税等の支払額が26億46百万

円あったものの、税金等調整前四半期純利益が27億69百万円あったこと及び仕入債務の増加額が54億54百万円

あったこと等によるものであります。   

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 投資活動の結果使用した資金は、53億43百万円となりました。 これは主に、定期預金の預入による支出20億

円、有形固定資産の取得による支出13億８百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出10億

円があったこと等によるものであります。  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

 財務活動の結果使用した資金は、３億25百万円となりました。これは主に配当金の支払が３億16百万円あっ

たこと等によるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

－3－



   

 平成22年2月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、現時点では平成21年４月14日の決

算短信で公表した業績予想に変更はありません。  

該当事項はありません。  

   

記載すべき重要な事項はありません。  

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．一部の連結子会社において、通常の販売目的で保有する商品については、従来、売価還元原価法を採用して

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 

平成18年７月５日公表分）が適用されるため、売価還元低価法に変更しております。 

なお、期首在庫に含まれる変更差額３億64百万円は特別損失に計上しております。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結会計期間の売上総利益、営業利益及び

経常利益が４億86百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は８億51百万円減少しております。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

－4－
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